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日和山噴気孔温度は，2007年５月に始まる大正地獄での熱泥噴騰活

動に先行して，2005年頃から上昇し始め，この温度上昇は噴騰活動

の前兆だったかもしれない．この噴気孔温度は2008年には最高温度

135℃を記録し，現在まで130℃以上の温度を保っている．

○日和山噴気孔温度の時間変化

（大島・前川）

図１．2009年５月７日に起こった噴騰現象の状況．(A)噴騰活動が開始する直前，(B)熱水流出の始まり，
(Ｃ)急速に噴騰活動が活発化し，09時30分頃まで継続した激しい噴騰活動，(D)その後に続く間欠的な熱水
流出．この熱水流出も11時45分頃には停止し，水位が低下し始める．

○最近の熱泥噴騰活動の状況

(A) (B)

(C) (D)

49




